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ロンドン事務所

ロンドンは地下鉄やバスなどの交通網が発達してお
り、市内の移動がしやすい都市です。なかでも赤い二階
建てバスは特徴的で、日夜を問わず街中を走るその姿
はロンドンの象徴ともいえます。また、ナイトバスは深
夜でも運行されており、24時間移動が可能な点も特徴
です。

 突然終わるバスの運行
ロンドン中心部は人や車の往来が激しく、バスの上階

からの景色も魅力的で、移動そのものが観光の一部とも
いえます。しかし、バスを利用する際には気をつけるべ
き点があります。それは、バスが何の前触れもなく停車
し、途中で降車を求められることがあるという点です。
現地の人々は慣れた様子で静かに降りていきますが、一
方で、ロンドンで生活を始めたばかりの私は、周囲の乗
客の動きに気づかず、運転手の怪訝そうな表情を見てよ
うやく事態を理解しました。

 運行調整の仕組み
こうした対応が行われる背景には、「short turn」と

呼ばれる運行調整の仕組みがあります。ロンドンのバス

は日本のように時刻表どおりの運行を厳密に守るのでは
なく、一定の間隔で運行されることを重視しています。
そのため、交通渋滞などによって先行するバスが遅れる
と、後続のバスが追いつき、複数のバスが連続して走る
状態が発生します。これにより、先頭のバスに乗客が集
中して混雑し、後続のバスは空いてしまうなど、運行効
率が低下してしまいます。
こうした不均衡を解消するため、一部のバスは途中で

運行を打ち切り折り返します。これにより遅れている
区間に車両を再配置し、運行間隔を均等に保つことが
できます。なお、一定時間内であれば追加料金なしで乗
り換えが可能なため、そのまま目的地へ向かうことがで
きます。

 終わりに
日本の交通機関に慣れた人々にとって、ロンドンのバ

スは時には不便に感じるかもしれませんが、その背後に
は都市全体の効率を重視した合理的な仕組みが存在して
います。こうした違いも、ロンドンでの生活の発見の一
つであると感じました。
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